
第6回:海洋数値モデル結果の解析(2)

高めの夏季海面水温傾向は修正できるか？

パラメータ感度実験の設計: 海表面熱フラックス、乱流モデル

パラメータ感度実験の結果



シミュレーションと観測：水温



外力感度実験の結果

風無し 海表面熱フラックス無し

基本ケース 潮汐有り



モデルパラメータ感度実験の設計

latenth 潜熱フラックスのバルク係数を2倍
sensibleh 顕熱フラックスのバルク係数を2倍

wbrk 表面の砕波による混合効果を付加
iwbrk 内部波の砕波による混合効果を付加

熱フラックス:潜熱、顕熱フラックス

風

乱流混合

海表面



潜熱、顕熱バルク係数
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表面の砕波による混合効果を付加
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乱流の運動エネルギー
源は内部流速の鉛直変
化（シア―）と
内部の密度変化のみで
ある
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(Mellor and Bulmberg 2004)
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「摩擦速度」



内部波の砕波による混合効果を付加

乱流の運動エネルギー
源は内部流速の鉛直変
化（シア―）と
内部の密度変化のみで
ある

(Mellor and Bulmberg 2004)
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潜熱フラックスのバルク係数2倍：潮位
松山 高松

宇和島 土佐清水



潜熱フラックスのバルク係数２倍：水温



潜熱フラックスのバルク係数2倍：水温



潜熱フラックスのバルク係数２倍：水温
バルク係数2倍

バルク係数1倍



顕熱フラックスのバルク係数2倍：潮位
松山 高松

宇和島 土佐清水



顕熱フラックスのバルク係数２倍：水温



顕熱フラックスのバルク係数２倍：水温
バルク係数2倍

バルク係数1倍



松山 高松

宇和島 土佐清水

表面砕波効果を付加：潮位



表面砕波効果を付加：水温



表面砕波効果を付加：水温
表面砕波効果を付加

内部波砕波効果を付加しない



松山 高松

宇和島 土佐清水

内部波砕波効果を付加：潮位



内部波砕波効果を付加：水温



内部波砕波効果を付加：水温
内部波砕波効果を付加

内部波砕波効果を付加しない


